
「
同
窓
会
長
と
し
て
の

思
い
出
」

　

名
誉
会
長

石
井 

良
昌

（
36
回
生
）

　

前　

中
馬　

勇
同
窓
会
長
か
ら
理
事
会

が
あ
る
の
で
県
尼
に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い

と
言
わ
れ
行
き
ま
し
た
ら
、「
そ
こ
に
座
っ
て

い
る
人
が
僕
の
次
に
同
窓
会
長
を
し
て
い
た

だ
く
石
井
さ
ん
や
。」
と
有
無
も
言
わ
さ
ず
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
な
ん
の
考
え
る
余
裕
も
な

く
、
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
の
役
員

会
の
事
で
し
た
。

本
校
の
同
窓
会
の
初
代
会
長
は
鴻
池
藤
夫

氏
、
二
代
目
は
野
草
平
十
郎
元
尼
崎
市
長
、

三
代
目
は
中
馬
勇
病
院
長
、
四
代
目
は
石
井

良
昌
。
五
代
目
は
上
野
晃
司
元
県
立
高
等
学

校
長
と
今
年
度
の
常
任
理
事
会
で
決
ま
り
ま

し
た
。

昭
和
5
年
に
県
に
移
管
さ
れ
、
兵
庫
県
立

尼
崎
中
学
校
と
な
り
、
昭
和
23
年
に
校
名
も

兵
庫
県
立
尼
崎
高
等
学
校
に
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
に
制
定
さ
れ
た
校
訓
「
自
主
・
根

性
・
聡
明
」
の
も
と
、
こ
の
中
で
と
り
わ
け

目
を
引
く
の
は
「
根
性
」
で
す
。
現
在
あ
る

県
立
高
等
学
校
の
校
訓
を
見
て
も
、「
自
主
」

を
謳
う
学
校
は
数
多
く
存
在
し
ま
す
が
、「
根

性
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
以
前
に

も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
本
校
の
学
校
創
設
ま

で
の
苦
難
か
ら
か
ら
始
ま
り
、
戦
前
戦
後
の

数
々
の
困
難
に
直
面
し
て
、
本
校
生
徒
に
求

め
ら
れ
た
の
が
こ
の
「
根
性
」
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
一
番
の
思
い
出
と
し
て
残
り
ま
す

の
は
、
令
和
5
年
11
月
に
本
校
創
立
百
周
年

記
念
を
迎
え
た
こ
と
で
し
た
。
創
立
百
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
長
と
し
て
体
育
館
舞
台

の
緞
帳
を
新
調
し
た
こ
と
と
、
記
念
碑
と
し

て
、
卒
業
生
で
あ
る
詩
吟
の
山
岡
哲
山
先
生

の
詩
を
正
門
に
入
っ
た
所
に
残
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
す
。

ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
浅
学
菲
才
な
同
窓

会
長
に
、
9
人
の
歴
代
校
長
か
ら
ご
指
導
を

受
け
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
指
導
と
ご

尽
力
を
賜
り
、
同
窓
会
の
役
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
県
尼
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

旧
校
舎
正
門

校
訓
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「
同
窓
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
」

同
窓
会
長

上
野 

晃
司

こ
の
度
、
役
員
改
選
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
を
受
け
、

そ
の
後
常
任
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
第
5
代
同
窓
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
43
回
生
の
上
野
晃
司
で
す
。

昭
和
45
年
に
県
尼
を
卒
業
し
、
昭
和
49
年
度
か
ら
52

年
度
ま
で
の
4
年
間
、
教
諭
と
し
て
母
校
へ
の
恩
返
し

と
の
思
い
で
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
県
立

尼
崎
小
田
高
等
学
校
教
諭
、
県
立
尼
崎
稲
園
高
等
学
校

教
諭
、
県
立
神
崎
高
等
学
校
教
諭
、
県
立
西
宮
高
等
学

校
教
頭
、
県
立
伊
丹
高
等
学
校
教
頭
、
県
立
神
崎
工
業

高
等
学
校
校
長
、
県
立
尼
崎
稲
園
高
等
学
校
校
長
を
歴

任
し
、
38
年
間
の
教
員
生
活
を
終
え
ま
し
た
。
近
隣
の

学
校
に
勤
め
て
い
る
間
は
、
母
校
を
外
野
席
か
ら
、
常

任
理
事
と
な
っ
て
内
野
席
か
ら
、
今
後
は
も
う
一
歩
前

か
ら
応
援
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
立
百
年
を
超
え
、
三
万
人
以
上
の
卒
業
生
を
排
出

す
る
、
伝
統
校
で
の
同
窓
会
長
と
し
て
の
役
割
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
と
、
若
干
の
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
同
窓
会
・
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
と
、

次
世
代
へ
の
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
の
世
の
中
は
、
縦
の
繋
が
り
、
横
の
繋
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
母
校
同
窓
会
だ
け
で
も

強
い
絆
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
令
和
7

年
度
ま
で
の
16
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
会
長
と
し
て

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
、
石
井
良
昌
様
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
名
誉
会
長
と
し
て
引
き
続

き
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

　「
就
任
の
ご
挨
拶
」

 

同
窓
会
副
会
長北

村 

保
子

  

県
尼
同
窓
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
！

私
は
こ
の
度
県
尼
同
窓
会
の
副
会
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
北
村
保
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
大
好
き
な
母
校
の
発
展
を
願
い
、
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
私
が
在
校
中
の
校
長
先
生
は
、
第
八
代　

渡
辺

勇
先
生
、
第
九
代　

川
崎
操
先
生
で
し
た
。
お
ふ
た
方

と
も
、
私
た
ち
生
徒
の
話
を
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
本
当
に
幸
せ
な
思
い
出
で
す
。

私
は
歌
が
大
好
き
で
コ
ー
ラ
ス
部
に
所
属
し
、
毎
日

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
に

な
っ
て
も
当
時
の
友
人
と
も
時
々
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
野
球
部
が
強
く
、
よ
く
甲
子
園
球
場
に

応
援
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
中
松
先
生
が
作
ら
れ
た

校
歌
『
明
け
ゆ
く
空
の
日
輪
よ
り
な
ほ
…
』
と
、
応
援

歌
『
熱
風
』
を
元
気
い
っ
ぱ
い
歌
い
、
フ
レ
ー
尼
高
！

フ
レ
ー
尼
高
！

フ
レ
ー
オ
ー
オ
ー
！

と
、
皆
で
応

援
し
た
あ
の
頃
が
懐
か
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
！

素
晴

ら
し
い
歴
史
を
も
っ
た
誇
り
高
き
県
尼
を
、
後
世
に
大

切
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
県
尼
の
益
々
の
ご
発

展
と
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

兵
庫
県
立
尼
崎
高
等
学
校 

同
窓
会 

役
員
名
簿

役職 回生 氏名
★ 名誉会長 36 石井 良昌
★ 会　長 43 上野 晃司

副会長 48 有田 亨
★ 副会長 33 北村 保子

理事長 49 樽井 敬明
会　計 57 下境田 耕治
会　計 53 中川 まゆみ
監　査 42 大西 俊樹

★ 監　査 52 中野 裕司
参　与 36 柴田 侃一
参　与 36 池辺 善夫

常任理事 39 久保 恭利
常任理事・事務局 42 井上 正夫

常任理事 42 西本 義正
常任理事 44 澤田 勝
常任理事 45 前田 雅孝

役職 回生 氏名
常任理事 47 津田 加寿男
常任理事 51 山中 潤一
常任理事 51 黒川 治
常任理事 51 丸岡 鉄也
常任理事 53 大内 一浩
常任理事 53 富永 謙一
常任理事 55 林 久博
常任理事 61 木村 泰三
常任理事 61 近藤 教敏
常任理事 62 高橋 剛
常任理事 64 越山 裕之
常任理事 70 佐川 昌伸

★ 校内理事・常任理事 61 穴久保雅一
顧問・学校長 松本 敏尚

★ 相談役・教頭 坂本 多津子
相談役・事務長 姫野 伸雄

★
印
は
新
任
で
す
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「
ご
挨
拶
」

　

 

県
立
尼
崎
高
等
学
校 

校
長　

松
本 

敏
尚

 

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動

に
ご
理
解
と
多
大
な
ご
支
援
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
度
に
着
任
し
1
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。「
県
尼
」
の

現
状
と
こ
の
1
年
間
の
在
籍
し
た
本
校
の
印
象
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
は
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ
た
大
き
な
事
件
や
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
個
人
情
報
の
紛
失
や
、
登

下
校
中
の
交
通
事
故
が
多
数
発
生
す
る
な
ど
学
校
と
し

て
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
事
案
が
多
数
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
入
学
志
願
者
が
地
域
科
学
探
究
科
、

複
数
志
願
選
抜
の
第
一
希
望
と
も
定
員
を
大
き
く
割
込

み
ま
し
た
。（
地
域
科
学
探
究
科
は
40
名
募
集
で
25
名

の
応
募
。
複
数
志
願
選
抜
で
本
校
を
第
一
希
望
と
し
た

志
願
者
は
2
0
0
名
募
集
で
1
5
2
名
で
し
た
）

校
長
と
し
て
の
力
量
不
足
や
、
学
校
の
組
織
の
改
編

や
教
員
の
資
質
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
に
良
い
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
職
員
一
同
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
方
、

皆
様
の
後
輩
で
あ
る
生
徒
諸
君
は
、
元
気
で
活
発
な
生

徒
が
多
く
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
高
校
生
活
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
県
尼
祭
や
体
育
大
会
で
は
、
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
て
遅
く
ま
で
準
備
を
す
る
姿
や
、
下
校
時
間
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
部
活
動
に
取
組
ん
で
い
る
姿
を
毎
日
の
よ
う

に
見
て
い
ま
す
。
真
面
目
で
努
力
す
る
生
徒
の
た
め
に

も
、
県
尼
生
の
持
つ
可
能
性
を
良
い
方
向
に
導
い
て
い

き
た
い
と
強
く
感
じ
、
知
恵
を
絞
り
、「
不
易
流
行
」
の

考
え
を
基
に
創
意
工
夫
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
お
力
も
借
り
て
県
尼
を
よ

り
一
層
地
域
に
愛
さ
れ
、
皆
様
が
自
慢
で
き
る
高
等
学

校
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　「“
県
尼
”
に
着
任
し
て
」

 

　
県
立
尼
崎
高
等
学
校 

教
頭　

坂
本 

多
津
子

　

こ
の
た
び
、
中
野
教
頭
の
後
任
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

ず
、
本
校
は
、「
尼
崎
市
立
中
学
校
」
を
起
点
と
し
、
地

域
の
皆
様
の
強
い
要
望
と
努
力
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
応
援
歌
「
熱

風
」
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
本
校
の
歴
史
や
伝
統
を
知
る

ほ
ど
に
、
圧
倒
さ
れ
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
入
学

式
で
は
、
会
場
を
飾
る
「
琴
の
浦
」
を
表
し
た
鮮
や
か

な
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
と
白
の
幕
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た

が
、
本
校
の
特
色
と
し
て
、“
力
強
さ
”
が
あ
る
こ
と

に
加
え
て
“
清
々
し
さ
”
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
次
第

で
す
。

さ
て
、
現
在
の
本
校
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
令
和
六

年
度
に
新
た
に
普
通
科
新
学
科
と
し
て
地
域
科
学
探
究

科
を
設
置
し
、
今
年
度
二
期
生
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域

科
学
探
究
科
で
は
、
尼
崎
市
の
行
政
、
企
業
、
地
域
施

設
、
大
学
等
と
連
携
し
、
生
徒
た
ち
が
実
際
に
地
域
の

中
で
、
地
域
の
方
々
と
関
わ
り
な
が
ら
学
び
を
深
め
て

い
ま
す
。
地
域
か
ら
は
、
生
徒
た
ち
に
、「
将
来
、
尼
崎

を
動
か
す
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
部
活
動
に
お
い
て
は
、
県
総
体
に

お
い
て
、
剣
道
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
陸
上
競
技
部

が
県
大
会
に
進
出
、
陸
上
競
技
部
は
、
近
畿
大
会
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
は
尼
崎
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
ホ
ー
ル
オ
ク
ト
に
お
い
て
、
定
期
演
奏
会
を
盛
況
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
、
楽
器
の
購

入
・
修
理
費
用
等
を
募
り
、
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
、「
県
尼
」
は
、“
伝
統
の
継
承
と

さ
ら
な
る
飛
翔
へ
”
を
キ
ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
こ
れ
ま

で
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
伝
統
を
誇
り
と
し
、
日
々
、
歩

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
、
微
力
な
が
ら
、
こ
の
こ
と

を
推
進
で
き
ま
す
よ
う
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
生
徒
た
ち
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　第1号議案  令和7年度事業報告　

4月  8日 入学式

5月26日 第一回常任理事会・懇親会

6月13・14日 県尼文化祭

7月  8日 第一回同窓会報編集委員会

8月25日 第二回同窓会報編集委員会

9月22日 第三回同窓会報編集委員会

12月  8日 第二回常任理事会・懇親会

2月  3日 第四回同窓会報編集委員会

2月26日 卒業生個人情報提供のお願い
同窓会入会式・記念品贈答

2月27日 卒業式

　第2号議案　令和７年度決算報告　

令和７年度決算報告・・・別紙

　第3号議案　令和８年度事業計画（案）　

1　学校行事への参加
① 入学式　② 体育大会　③ 県尼文化祭　④ コンサート
⑤ 卒業式　⑥ その他課外活動の支援等

2　�役員会・常任理事会・会報発行委員会等の適宣開催
3　同窓会報の作成
4　IDパスワード発行　

　第4号議案　令和８年度予算（案）　

令和８年度予算（案）・・・別紙

兵庫県立尼崎中学校・
尼崎高等学校同窓会
・	令和７年度決算報告
・	財産目録
・	令和８年度予算

令和８年度 第一回
兵庫県立尼崎中学校・尼崎高等学校同窓会（県尼琴翔会） 常任理事会報告

令和８年５月18日
於：県尼会議室
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兵庫県立尼崎中学校・尼崎高等学校　同窓会（県尼琴翔会）会則

第 1 条		�  本会は兵庫県立尼崎中学校・尼崎高等学校同窓会（県尼琴翔会）と称する。
第 2 条		�  本会は事務所を事務局担当者宅に置く。
第 3 条		�  本会は会員相互の親睦を計り母校の発展並びに教育事業を援助することを目的とする。
第 4 条		�  本会はその目的を達成するために次の事業を行う。
	 1		  会員名簿の管理及び会報の作成
	 2		  懇親会の開催
	 3		  母校並びに母校在学生への後援
第 5 条		�  本会は次記の者を以て組織する。
	 1		  正会員
		  A　 母校卒業者
		  B　 �かつて母校に在学した者であって理事会の承認を得た者
		  C　 準卒業者
第 6 条		�  本会に次の役員を置く。
	 1		  会長　　　　　1名　　理事の互選とする
	 2		  名誉会長　  若干名　　理事会の承認を得た者
	 3		  副会長　　　　2名　　理事の互選とする
	 4		  理事長　　　　1名　　理事の互選とする
	 5		  理事　　　　　卒業年次毎に若干名選出する

特別会員からも数名選出する
	 6		  常任理事　　　理事の互選とする
第 7 条		�  役員の任期は2ヶ年とする。但し、再任を妨げない
第 8 条		�  役員の任務は次の通り。
	 1		  会長は本会を代表し会務を管掌する
	 2		  副会長は会長を補佐し会長支障のある時は之を代行する
	 3		  理事長は常任理事会及び理事会を統括する
	 4		  理事は理事会を構成し会務を評議する
第 9 条		�  会議は総会、常任理事会、理事会とし、参与、顧問、相談役、名誉会長は各会議に出席できるものとする。
第10条		�  総会は理事会において必要と認めたとき、これを開催する。
第11条		�  理事会は会長が必要と認めたとき、その都度これを開催する。
第12条		�  常任理事会は総会に代えて議決決定することができる。
第13条		�  総会に於いては次の事項を行う
	 1		  会計、庶務その他重要事項の報告。
	 2		  役員の改選並びに発表。
	 3		  理事会で決定した事項、その他必要な事項。
第14条		�  常任理事会は次の事項を行う
	 1		  会務庶務の処理
	 2		  会務の審議決定
	 3		  その他必要な事項
第15条		�  決議はすべて出席会員の過半数による。
第16条		�  本会の経費は会費、寄付金及びその他の収入を以てこれに充てる。
第17条		�  正会員は入会金として卒業時に金7,200円を納付する。また、別に臨時会費を徴収する事がある。
第18条		�  本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。
第19条		�  本会の収支決算は定時総会においてこれを報告し、その承認を得るものとし、かつ会報とホームページに掲載する。
第20条		�  本会会則の変更は常任理事会に諮り出席会員の過半数の決議を要する。
第21条		�  事務局担当者に事務局費として、年額5万円を支払うものとする。

（補足）	� 1		�  副会長が会報編集委員会を統率し、会報を作成する。委員会は副会長が推薦する者、若干名で構成する。
	 2		�  昭和63年度より、定時制卒業生及び併設中学校の卒業生を同窓会名簿に登載、会員として認めることになった。

 
 
 
 
 
 
 
 
	 2		  特別会員
		  A　 母校現職員
		  B　 母校旧職員
 
 
	 7		  会計理事　　　2名　　理事の互選とする
	 8		  顧問　　　　　学校長がこれにあたる
	 9		  相談役　　　　教頭及び事務長がこれにあたる
	 10		  参与　　　　　本会に特に貢献のあった者で、

常任理事会の承認を得た者
	 11		  監査　　　　　2名　　理事の互選とする
	 12		  事務局担当　　1名　　理事の互選とする
 
 
 	 5		  常任理事は常任理事会を構成し会務を評議する
	 6		  顧問、相談役、参与は会長及び理事会の諮問に応ずる
	 7		  会計理事は本会の経理を掌握する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

平成22年（2010年）　5月15日改正　平成31年（2019年）　3月  1日改正
令和  4年（2022年）　6月22日改正　令和  6年（2024年）　7月  1日改正
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　大　学　

関西大学／関西学院大学／立命館大学／京都産業大学／近畿大学／甲南大学／龍谷大学

／京都外国語大学／京都精華大学／京都橘大学／佛教大学／追手門学院大学／大阪学院

大学／大阪経済大学／大阪経済法科大学／大阪芸術大学／大阪工業大学／大阪産業大学

／大阪商業大学／大阪成蹊大学／大阪電気通信大学／大阪人間科学大学／関西外国語大

学／四天王寺大学／摂南大学／梅花女子大学／阪南大学／桃山学院大学／大和大学／大

手前大学／関西国際大学／甲南女子大学／神戸学院大学／神戸国際大学／神戸松蔭大学

／神戸女学院大学／神戸常磐大学／園田学園大学／宝塚医療大学／武庫川女子大学／高

野山大学／吉備国際大学

　短期大学　

京都経済短期大学／大阪国際大学短期大学部／大阪成蹊短期大学／関西外国語大学短期

大学部／大阪芸術大学短期大学部／大手前短期大学／関西学院短期大学　

　専門学校　

京都医健専門学校／ECCアーティスト美容専門学校／ECC国際外語専門学校／ECCコン

ピュータ専門学校／上田安子服飾専門学校／大阪医療技術専門学校／大阪医療福祉専門

学校／大阪ウェディング＆ブライダル専門学校／大阪こども専門学校／大阪歯科衛生学院専

門学校／大阪情報コンピュータ専門学校／大阪総合デザイン専門学校／大阪調理製菓専門

学校ecole UMEDA／大阪ハイテクノロジー専門学校／大阪ブライダル専門学校／大阪文化服飾学院専門学校／大阪保健福祉専

門学校／大阪法律公務員専門学校／大阪リゾート＆スポーツ専門学校／関西医科専門学校／関西ビューティープロ専門学校／修成

建設専門学校／新大阪歯科衛生士専門学校／新大阪歯科技工士専門学校／専門学校ESPエンタテインメント大阪／専門学校大阪

ビジネスアカデミー／太成学院大学歯科衛生専門学校／辻学園調理・製菓専門学校／辻調理師専門学校／なにわ歯科衛生専門学

校／ミスパリビューティー専門学校／履正社国際医療スポーツ専門学校／尼崎理容美容専門学校／関西健康科学専門学校／神戸

甲陽音楽＆ダンス専門学校／神戸製菓専門学校／神戸電子専門学校／神戸動植物専門学校／神戸元町こども専門学校／阪神自動

車航空鉄道専門学校　

　看護系専門学校　

大阪医療看護専門学校／尼崎健康医療財団看護専門学校／宝塚市立看護専門学校／西宮市医師会看護専門学校　

　就　職　

株式会社サージ・コア／住友精密工業株式会社／株式会社神崎高級工機製作所／日亜鋼業株式会社／株式会社小寺製作所／株式

会社濱本ジェネラルコーポレーション／ピカソ美化学研究所／大東精機株式会社／伊藤ハム米久フーズ株式会社／株式会社にしけ

い／株式会社エディオン／株式会社ミツワ／日本郵便株式会社近畿支社／都ホテル尼崎／シェラトン都ホテル大阪／宗教法人住吉

大社／住電機器システム株式会社／有限会社エイベックス／株式会社橋本商会／自営業／海上自衛隊

令和８年度

｜主な｜

進学先
就職先 

（抜粋、過年度生含む）

（令和８年３月卒業）

区分 名

大学 360

短期大学 12

専修・各種学校 54

（専修・各種学校のうち看護学校） 8

就職者 25

進 路 状 況卒 業 生 の
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　 運動部 　

陸上競技部

○兵庫県高校総体　令和8年5月31日（日）
　　　男子5000m競歩  小林 哲大（3年） 第5位
　　　女子5000m競歩  宮 真奈佳（2年） 第2位
　　　6月28日（土）の近畿大会出場権獲得

○近畿高校総体　令和8年6月20日（土）
　　　男子5000m競歩  小林 哲大（3年） 3位入賞
　　　夏の全国大会出場権獲得
　　　全国大会は、8月1日滋賀県の
　　　平和堂HATOスタジアムにて
　　　開催されます。

水泳部

○第70回兵庫県高等学校総合体育大会
　第79回兵庫県高等学校選手権水泳競技大会
　令和8年6月27・28日
　　　横山 誠太郎（3年）
　　　男子50m自由形  24秒81  8位
　　　男子100m自由形  54秒35  8位
　　　近畿大会進出決定

　 文化部 　

吹奏楽部

○定期演奏会　令和8年5月31日（日）
　　　尼崎アルカイックホールオクト
　　　

令和８年度　人事異動一覧表
職名 氏名

教　頭 中野 公雄
教　諭 田中 芳朗
教　諭 中野 裕司
教　諭 清水 洋
教　諭 竹田 雅文
教　諭 細田 みどり
教　諭 清水 久功
教　諭 唐木 尚宏
教　諭 中田 亜希子
教　諭 森 加奈子

任期付講師 川島 渚
任期付講師 藤原 武琉
臨時講師 澤 知尋

任期付講師 坂尾 駿介
臨時実習助手 河村 雪枝

主　任 門田 健二
臨時校務員 村田 涼

職名 氏名
教　頭 坂本 多津子
教　諭 河内 芳和
教　諭 千種川 一樹

臨時講師 逸見 渓太
教　諭 穴久保 雅一

再任用教諭 桑田 正二郎
再任用教諭 伊藤 光代

教　諭 浅貝 公太
教　諭 渡邊 久美子
教　諭 岩本 実季
教　諭 川村 彩花

臨時講師 景山 颯太
教　諭 山村 孝史

臨時実習助手 李 佩娟
小田 萌絵

臨時校務員 渡邊 哲司

転

入

者

転

出

者

To p i c s
ト ピ ッ ク ス

部活動の活躍

陸上競技部近畿大会 ▶
小林哲大
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編 集 後 記 この度の役員改選委員会で石井会長が名誉会長に、上野監査が会長に、新たに北村保子様（前尼崎市議員）が副会
長に就任されました。石井良昌前会長は同窓会長として16年間御尽力され、その間の県立尼崎高等学校100周年事業
も成功裏に終わり本当にお疲れ様でした。本校同窓会長として5代目になる上野晃司新会長にはこれからの県立尼崎高
等学校の未来像を提案していただき、常任理事メンバーがサポートしていきます。

そして編集委員は同窓生に母校の活動情報を発信し、会報の充実を目指して行きます。是非とも同期会、クラス会、ク
ラブOB会、OG会を開催される予定や開催後の報告を事務局にご連絡いただければ会報、ホームページに掲載させて
いただきます。ご協力の程、宜しくお願いします。

43回生：同期会開催のお知らせ

48回生：同窓会（古希記念）開催のお知らせ

［ 叙　勲 ］   旭日小綬章

北村 保子 さん （33回生）

［ 尼崎市生涯スポーツ賞 ］

森山 年章 さん （32回生）　ボディビル
柴田 侃一 さん （36回生）　剣道

日時：令和8年10月8日（木）
　　　12時受付開始　12時30分開宴
場所：ホテルヴィスキオ尼崎

日時：令和8年10月24日（土）
　　　16時30分受付開始　17時開宴
場所：ホテルヴィスキオ尼崎
問合わせ：有田 090－3616－1056

【野球部OB会総会】
令和８年度県尼野球部OB会総会「６月27日（土）都ホ
テル尼崎26名出席予定」は、ダブル台風（７号８号）接
近のため中止となりました。

同期生の皆さんの
ご参加をお待ちしています。

県尼事務室の前に
掲示しております

To p i c s
ト ピ ッ ク ス

同窓生が表彰されました。
おめでとうございます。

県 尼 同 期 会県 尼 同 期 会

校
歌

応
援
歌
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編集委員	 有田 亨（委員長）・北村 保子（副委員長）
	 樽井 敬明 ・中川 まゆみ ・大西 俊樹
	 井上 正夫（事務局担当）・上野 晃司 　　　文責：樽井
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	 尼崎市西難波町4丁目2－9　tel 090－6987－7386


